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藍 よ り も 青 く

1

照
井
大
地

Terui D
aichi

経
営
学
部
経
営
学
科
3
年
生
。
1
年
生

の
こ
ろ
か
ら
M
O
S
講
座
を
受
講
。「
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト 

オ
フ
ィ
ス 

ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト 

マ
ス
タ
ー
」の
称
号
を
持
つ
。
サ
ー

ク
ル
は
現
代
日
本
文
化
研
究
会
に
所
属

し
、
抹
茶
の
食
べ
歩
き
と
カ
ー
ド
ゲ
ー

ム
を
愛
好
す
る
。

照
井
大
地
さ
ん
は
、「
M
O
S
世

界
学
生
大
会
2
0
2
0
」
日
本
代
表

の
一
次
選
考
で
大
学
・
短
期
大
学
部

門
（
エ
ク
セ
ル
）
に
お
い
て
全
国
1
位

に
輝
き
ま
し
た
。
M
O
S
と
は
「
マ

イ
ク
ロ
ソ
フ
ト 

オ
フ
ィ
ス 

ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
」
の
略
で
、
エ
ク
セ
ル

や
ワ
ー
ド
と
い
っ
た
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ

ト
オ
フ
ィ
ス
製
品
の
利
用
ス
キ
ル
を

証
明
で
き
る
資
格
で
す
。
選
考
に
は

全
国
か
ら
延
べ
3
万
6
0
0
0
人

超
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。
照
井

さ
ん
は
エ
ク
セ
ル
部
門
で
頂
点
に

立
っ
た
の
で
す
。
1
年
生
の
こ
ろ
か

ら
大
学
の
M
O
S
講
座
を
受
講
し

た
成
果
だ
と
振
り
返
り
ま
す
。

友
人
た
ち
と
受
講
し

M
O
S
マ
ス
タ
ー
に

1
年
生
の
と
き
に
大
学
の
M
O
S

講
座
を
知
っ
た
こ
と
で
す
。
周
り

Q
 M
O
S
の
資
格
を
取
っ
た

　
　
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
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藍よりも青く

挑戦する背中を
押してくれる環境に
感謝したいです！

M
O
S（
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト 

オ
フ
ィ
ス 

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
※
）講
座
に
つ
い
て

全
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、M
O
S
講

座
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
実
施

し
た
キ
ャ
ン
パ
ス
も
あ
り
、
次
回

の
開
講
へ
向
け
て
調
整
中
で
す
。

参
加
費
用
は
約
２
～
３
万
円
で
、

2
0
1
9
年
度
は
、
受
講
者
数
が

千
葉
・
千
葉
第
二
（
68
人
）、
埼
玉

（
2
6
0
人
）、
東
京（
23
人
）。
春

と
夏
の
M
O
S
検
定
で
合
格
率

1
0
0
％
を
達
成
し
た
キ
ャ
ン
パ

ス
も
あ
り
、
手
厚
い
サ
ポ
ー
ト
を

行
っ
て
い
ま
す
。

※
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
な
ど
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
オ
フ
ィ
ス
製
品
の
利
用
ス

キ
ル
を
証
明
で
き
る
資
格
で
す
。

MOSの
詳細はこちら

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
次
選
考
で
、

世
界
大
会
の
決
勝
戦
へ
の
参
加
資
格

は
逃
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
世
界
大

会
自
体
が
中
止
に
な
っ
て
い
ま
す
。

必
要
な
情
報
を
凝
縮
し
た

M
O
S
講
座

受
講
し
た
講
座
は
、
1
週
間
で
必

要
な
情
報
を
密
に
教
え
て
く
れ
る
の

で
、
役
立
ち
ま
し
た
。
テ
キ
ス
ト
を

す
べ
て
な
ぞ
る
と
い
う
や
り
方
で
は

な
く
、
大
切
な
と
こ
ろ
を
重
点
的
に

教
え
て
く
れ
ま
す
。
講
座
が
終
わ
っ

た
後
、
毎
日
、
情
報
教
室
に
通
っ
て

模
擬
試
験
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
こ
な

し
、
試
験
に
備
え
ま
し
た
。

パ
ソ
コ
ン
は
大
学
に
入
っ
て
初
め

て
使
う
よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
。
自

分
の
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い
る
わ
け

で
は
な
く
、
情
報
系
の
授
業
の
時
だ

け
使
っ
て
い
ま
す
ね
。

将
来
仕
事
で
役
に
立
つ
技
術
を
身

に
つ
け
た
い
の
で
、
情
報
系
の
授
業

を
多
く
履
修
し
ま
し
た
。
今
で
は
情

報
の
授
業
や
M
O
S
講
座
な
ど
で

ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
・
ア
シ
ス
タ
ン
ト

（
S
A
）
と
し
て
、
1
、
2
年
生
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
て
い
ま
す
。

タ
ー
（
M
O
S
マ
ス
タ
ー
）」
の
称
号
を

持
っ
て
い
ま
す
。

エ
ク
セ
ル
の
資
格
試
験
で
満
点

を
と
り
、
先
生
に
「
こ
の
成
績
を

も
と
に
M
O
S
世
界
学
生
大
会

2
0
2
0
に
応
募
し
て
は
」
と
声
を

掛
け
ら
れ
ま
し
た
。
応
募
し
た
と
こ

ろ
、
1
位
に
な
っ
た
ん
で
す
。
本
来

な
ら
表
彰
式
が
あ
る
の
で
す
が
、
新

に
も
M
O
S
の
取
得
に
挑
戦
す
る

友
人
が
い
て
、
ま
ず
ワ
ー
ド
の
資
格

を
仲
の
良
い
友
人
た
ち
と
一
緒
に
受

講
し
て
取
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

ど
う
せ
な
ら
全
部
の
資
格
を
取
ろ

う
と
思
っ
て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
、

エ
ク
セ
ル
と
資
格
を
取
っ
て
い
き

ま
し
た
。
今
は
「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト 

オ
フ
ィ
ス 

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト 
マ
ス

就
活
で
資
格
を
ア
ピ
ー
ル

商
品
開
発
を
し
た
い
と
考
え
て
い

て
、
履
歴
書
の
資
格
欄
に
M
O
S
を

書
い
て
い
ま
す
。
仕
事
で
は
市
場
の

デ
ー
タ
分
析
も
必
要
で
す
。
情
報
系

の
授
業
で
デ
ー
タ
分
析
を
学
ん
だ
と

き
に
、
M
O
S
の
勉
強
が
役
に
立
っ

た
と
感
じ
ま
す
。
物
事
を
客
観
的
に

見
る
の
が
得
意
な
こ
と
が
商
品
開
発

に
活
か
せ
る
と
思
う
の
で
、
M
O
S

に
加
え
、
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

Q
 M
O
S
講
座
は
資
格
を
取
る

　
　
う
え
で
ど
う
で
し
た
か

Q
 就
活
す
る
う
え
で
、

　
　
M
O
S
の
取
得
に

　
　

メ
リ
ッ
ト
は
あ
り
ま
す
か

藍
よ
り
も
青
く

青
は
藍
よ
り
出
で
て
藍
よ
り
青
し
。

教
え
を
受
け
た
弟
子
が
教
え
た
師
を

超
え
る
人
物
に
成
長
す
る
こ
と
の
た

と
え
。
活
躍
す
る
在
学
生
を
取
り
上

げ
ま
す
。
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や
寛
容
な
精
神
を
養
う
教
育
を
実

践
す
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
の

で
す
。

淑
徳
大
学
の
建
学
の
精
神
は
、
学

祖
長
谷
川
良
信
先
生
よ
り
い
た
だ
い

た
「
他
者
と
と
も
に
生
き
る
」、
す
な

わ
ち
「
利
他
共
生
」
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
原
理
的
精
神
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の

状
況
に
あ 

っ
て
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ

リ
氏
の
利
他
主
義
と
も
一
脈
通
じ
る  

普
遍
的
価
値
を
内
包
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
、
教
育
に
た
ず
さ
わ
る
者
と

し
て
意
を
強
く
し
た
次
第
で
す
。

磯
岡
哲
也

Isooka Tetsuya

1
9
5
5
年
千
葉
県
生
ま
れ
。
専

門
は
宗
教
社
会
学
。
92
年
助
教
授

と
し
て
入
職
。
2
0
0
0
年
教
授
。

05
年
度
韓
国
東
国
大
学
校
に
て
交
換

教
授
。コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
学
部
長
、

学
長
特
別
補
佐
、
副
学
長
を
経
て
17

年
学
長
就
任
。学
生
の
能
動
的
学
習
、

サ
ー
ビ
ス
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
の
学
外
地

域
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
大
学
間
連
携
な
ど

に
取
り
組
む
。
20
年
よ
り
淑
徳
大
学

短
期
大
学
部
学
長
を
兼
務
。

言
し
て
い
ま
す
。

氏
は
ま
ず『
2
0
3
0
年
ジ
ャ
ッ

ク
・
ア
タ
リ
の
未
来
予
測
』（
邦
訳

2
0
1
7
）
の
な
か
で
、
2
0
3
0

年
以
前
に
起
こ
る
人
類
の
異
常
事

態
の
一
つ
と
し
て
、「
大
勢
の
人
が

命
を
落
と
す
ま
で
治
療
法
の
わ
か

ら
な
い
新
型
ウ
ィ
ル
ス
が
発
生
す

る
」
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
他
者
と
と
も
に
生
き
る

本
質
へ
の
回
帰
を

コ
ロ
ナ
禍
に
つ
い
て
は
、「
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
と
い
う
深
刻
な
危
機
に
直

面
し
た
今
こ
そ
、『
他
者
の
た
め
に

生
き
る
』
と
い
う
人
間
の
本
質
に
立

ち
返
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
利
他
主
義

と
い
う
理
想
へ
の
転
換
こ
そ
が
、
人

類
の
サ
バ
イ
バ
ル
の
鍵
で
あ
る
」
と

主
張
し
ま
す
。
ま
た
「
自
ら
が
感
染

の
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
な
い
た
め
に

は
、
他
人
の
感
染
を
確
実
に
防
ぐ
必

要
が
あ
る
」
こ
と
か
ら
「
利
他
的
で

あ
る
こ
と
は
、
ひ
い
て
は
自
分
の
利

益
と
な
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
自
己
と
世
界
は
相
互
依

存
し
て
お
り
、
自
己
の
幸
福
は
他
者

の
幸
福
に
依
存
す
る
こ
と
を
自
覚

す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
氏
は
さ
ら

に
、
学
校
教
育
の
場
で
、
利
他
主
義

世
界
的
規
模
で
拡
大
す
る
コ
ロ

ナ
禍
に
よ
り
、
学
生
諸
君
に
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
通
常
の
学
生
生
活
を
提

供
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
た
い
へ
ん

心
苦
し
い
思
い
で
お
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
の
少
し
で
も
早
い
終
息
を

願
い
ま
す
。

世
界
の
識
者
が
言
及
す
る

利
他
主
義

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
へ
の
対
応
に
つ

い
て
、
世
界
の
識
者
の
論
考
で
、
ア

ル
ト
ゥ
ル
イ
ズ
ム
（
エ
ゴ
イ
ズ
ム
の
反

意
語
＝
利
他
主
義
）
に
か
か
わ
る
も
の

が
い
く
つ
か
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の

用
語
は
宗
教
社
会
学
で
扱
わ
れ
、
生

物
学
や
心
理
学
等
で
も
そ
れ
ぞ
れ

の
視
点
か
ら
研
究
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
し
か
し
こ
こ
で
は
複
雑
な

定
義
等
は
留
保
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
へ

の
対
処
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
い
る

利
他
主
義
の
基
本
的
な
考
え
方
を

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
学

者
・
未
来
学
者
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
ア
タ

リ
氏
に
着
目
し
ま
す
。
ア
タ
リ
氏

は
、
大
統
領
特
別
補
佐
官
や
欧
州
復

興
開
発
銀
行
総
裁
を
歴
任
し
た
実

践
的
な
思
想
家
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
対

し
て
も
利
他
主
義
の
立
場
か
ら
発

学長メッセージ
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淑徳大学では、学生、教職員の健康と安全を最優先に、
新型コロナウイルス感染拡大防止策を講じるとともに、
教育研究活動の継続、さらには学生の皆さんの学修活動の
支援に取り組んでおります。
授業機会の確保や経済支援、オンラインによる各種対応など、
本学の新型コロナウイルス感染症に関する
取り組みを紹介します。

詳細はこちらをご覧ください
学校法人大乗淑徳学園 学生・生徒・児童・園児 緊急支援のお願い

前期は、各キャンパスの所在地域の感染状況等を
考慮しながら、双方向型（Zoom等の活用）、オンデ
マンド型（YouTube等の活用）、課題提示・研究型で
遠隔授業を行いました。実習・実技系科目や、新
入生の少人数クラスなど、一部は対面型で実施。
今後も、より良い学修環境の確保に努めます。

各キャンパスが所在する地域の感染状況等を考慮
しながら、対面授業や、同意を得た上での実習の
実施、図書館の利用、強化指定クラブの活動を一
部で再開しました。キャンパスの学生相談窓口や
事務室には飛沫防止シートや消毒液を設置。適宜、
施設を消毒しています。バスの乗車定員の制限、
マスクの着用も徹底しました。

授業機会の確保 

遠隔授業と一部対面での授業実施

安心・安全なキャンパス運営

一部施設の開放とキャンパス内の感染防止対策



コロナ禍により家計が急変した学生・保証人の皆
様への支援として、意欲のある学生が、経済的な
理由により修学を断念することがないよう、本学
独自の緊急学費減免制度を創設しました。また、
文科省による「学びの継続」のための『学生支援
緊急奨学金』も受け付けました。

親交の深いNPO法人・日中文化交流協会（伊勢田
政員理事長）と本学の海外協定校であり、盛んに
交流している中国・東北師範大学人文学院（呂英
華学長）よりマスクの寄贈を受け、各キャンパス
で使わせて頂きました。心より御礼申し上げます。

安心・安全なキャンパス運営

日中文化交流協会と海外協定校から
マスクを寄贈頂きました　

より多くの学生が、災害支援をはじめ幅広いボラ
ンティア活動を行えるよう、大学地域支援ボラン
ティアセンターには、活動経費の助成制度があり
ます。このたび新たに、「新型コロナ感染拡大に
伴うボランティア活動経費の助成制度」が追加さ
れました（上限額10万円まで）。

新型コロナウイルス感染症の拡大と緊急事態措置
の実施を重く受け止め、また新型コロナウイルス
感染症の影響を受ける学生の皆様に対して、経済
的な緊急支援策を実施しました。2020年度前学
期に大学、大学院、短期大学部に在籍する学生を
対象に、一律5万円を支給しました。

経済支援

緊急学費減免制度の新設（独自）

活動経費支援

新型コロナ感染拡大に伴う
ボランティア活動経費の助成制度を追加

経済支援

緊急学生支援金（独自）

詳細はこちら

　　　　　　　詳細はこちら

詳細はこちら

　　　　　　　詳細はこちら

詳細はこちら

詳細はこちら
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入学式や各種イベント、対面による一斉授業が中
止となり、不安を抱える新入生に向けて11学科の
教員によるメッセージ動画を制作し、大学HP等
で配信しました。また、医療・福祉の現場で活躍
する卒業生の皆様へ、メッセージを発信しました。

千葉、埼玉、東京キャンパスでは、３年生を対象
とした進路に関する全員面談を「顔の見えるキャ
リア支援」としてオンラインで実施しました。千
葉第二キャンパスでは国家試験対策として、遠隔
での対策講座を実施し、一部、少人数の対面形式
での講義も行いました。

オンラインによる各種対応

キャリア支援

WebOCは、オンライン形式で入試・奨学金説明
会や在学生による大学生活のプレゼンテーショ
ン、教員によるオンライン授業を実施しました。
完全予約制の進学相談会（来場型）も行い、アド
ミッションスタッフ（在学生）が感染防止策を徹
底して、誘導などの対応にあたりました。
※キャンパスによって実施内容は異なります。

8月10日～28日、本学協定校のカナダ・トンプソ
ンリバーズ大学でオンラインによる3週間の英語
研修が実施され、本学からは千葉・東京キャンパ
スの学生4名が参加しました。なお、本学の協賛
会より１人あたり２万円の受講費用の補助がなさ
れました。

オンラインによる各種対応

Webオープンキャンパス（OC）の実施

オンラインによる各種対応

オンライン海外留学（国際交流）

オンラインによる各種対応

新入生向けメッセージ動画、
卒業生へのメッセージを発信

6

詳細はこちら 詳細はこちら

詳細はこちら

　　　　　　　詳細はこちら

アドミッションセンターTwitterはこちら



7

参考文献：
長谷川匡俊『大巌寺史話』2001年
長谷川匡俊『長谷川良信の生涯　ートゥギャザー ウィズ ヒムー』
2020年

（淑徳大学アーカイブズ）

大巌寺について
　山号は龍

りゅうたくさん

澤山といい、 1551年 (天文20年)に生
お ゆ み

実城の城主原氏の
援助で、道

ど う よ て い は

誉貞把上人が創建。浄土宗の関東十八檀林の名刹。江戸
時代は幕府に保護され、多くの学侶が学びました。2016年に開館し
た宝物殿は、ゆかりの宝物を展示しています。大学の授業の一貫で、
また職員の研修でも活用され、地域の住民からも親しまれています。

 Together 
with 
him

ともいきのこころともいきのこころ

　学祖・長谷川良信先生は、社会福祉事業家であり、

教育者でしたが、その活動の源泉、本質には、浄土宗

の僧侶としての仏教思想に基づく活動や思い、問いか

けがありました。

　淑徳大学にゆかりのある大巌寺の住職には、51年
（昭和26年）12月に就任しています。 66年 （昭和41年）8

月に亡くなるまで、戦後の荒廃した大巌寺の復興につ

とめています。号は謙誉上人です。

　仏教福祉事業に関する多くの論文を発表し、この分野

の牽引役でした。期待を一身に集めていたといえます。

終戦後の49、50年（昭和24、5年）にかけて、仏教界や仏

教徒のあり方の根源的な問いかけも発しています。その

ようななか、住職をつとめていた時期に3回にわたりブ

ラジルへ渡航しました。ブラジルでの活動は、壮大な発

想力をもたらし、大巌寺の復興計画に影響しました。

　良信先生は、大巌寺を地域の公共の器
うつわ

として捉えました。

　大巌寺は「心の糧を得る安らぎの場であり、コミュニ

ティとしての共同性を学ぶ場であり、個の育ちと安心の

できる社会を築くための教育と福祉の基地でありたい」

と述べられています。

　先生にとって、大巌寺は「宗教・社会福祉・教育」の

三位一体を実現する場だったのです。良信先生の願い

が具体的な形に現れたのが、大巌寺文化苑（大巌寺文化

センターを昭和40年改称）の構想でした。

　構想には、広大な寺地の裏山を切り開き、大学として

生かすことも含まれていました。当時、「私は、大巌寺と

淑徳大学というものを二元的に考えたくない」と良信先

生は発言されていました。

　福祉を宗教および教育と一体なものとして、実現しよう

とする先生の理念は、淑徳大学の福祉教育の根幹の理

念として、現在も脈々と受け継がれています。

大巌寺（千葉市中央区大巌寺町）

　1961年 （昭和36年）4月20日に「法然上人七百五十年

忌大法要」を執り行っている良信先生の写真です。浄土宗

の祖師・法然上人の法要にあわせ、大巌寺の建物や新規

事業を内外に披露する意味がありました。
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企
業
相
手
に
調
査
し
助
言
す
る

「
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
」
と
い
う
情
報
の

プ
ロ
と
仕
事
を
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
彼
ら
に
は
不
文
律
が
あ
っ

て
、
情
報
は
次
の
順
で
探
し
て
い
ま

す
。
①
官
公
庁
資
料
②
業
界
団
体

資
料
③
シ
ン
ク
タ
ン
ク
資
料
④
民

間
調
査
会
社
資
料
⑤
新
聞
・
雑
誌
―

こ
こ
ま
で
が
対
象
で
す
。

い
ま
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
日
々

情
報
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。
官

公
庁
や
医
療
関
係
団
体
の
デ
ー
タ
、

つ
ま
り
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
が
最
も
信

頼
を
置
く
情
報
で
す
ら
国
民
の
不

安
と
不
満
を
増
幅
さ
せ
、
世
論
を
混

乱
さ
せ
て
い
る
。
ま
た
、
専
門
家
の

見
解
も
一
致
せ
ず
、
確
か
な
こ
と
は

何
も
わ
か
ら
な
い
の
が
実
状
で
す
。

情
報
が
大
量
と
な
り
精
緻
と
な
る

一
方
で
、
信
頼
が
失
わ
れ
た
の
が
現

代
で
し
ょ
う
。

そ
の
な
か
で
私
た
ち
は
、
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
か
。
名
案
は
な
く
、
昔

か
ら
言
わ
れ
て
い
る
原
点
に
立
ち

返
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
複
数
の

情
報
を
突
き
合
わ
せ
る
、
発
信
者
・

出
典
を
確
認
す
る
、
権
威
主
義
と
懐

疑
主
義
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
、
こ
う

い
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

加
え
て
、W

eb

だ
け
で
な
く
本

を
読
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
。
お
す

す
め
は
、
新
書
。
1
日
で
一
つ
の

テ
ー
マ
の
全
体
像
を
大
ま
か
に
つ

か
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
と
、

百
科
事
典
。
図
書
館
に
行
け
ば
見

ら
れ
ま
す
し
、
コ
ト
バ
ン
ク
な
ど
か

らW
eb

上
で
も
チ
ェ
ッ
ク
で
き
ま

す
。
一
つ
の
言
葉
や
情
報
に
は
必

ず
背
景
が
あ
り
、
関
連
す
る
事
項
が

あ
り
ま
す
。
百
科
事
典
は
そ
れ
ら

を
得
る
の
に
適
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
作
業
を
く
り
返
し
、
過

情
報
を
自
分
な
り
に
日
々
整
理
す

る
。
そ
の
う
え
で
物
事
を
複
眼
的

に
見
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

（
談
）

Teacher
From

教員に聞きました！

あふれる情報に流されないための処方箋
スマートフォンの画面をのぞけば、専門家からマスコミ、友人知
人に至るまで、さまざまな発信源の情報が押し寄せてきます。私
たちはどうすれば、必要な正しい情報を選び取れるのでしょうか。
横手拓治教授は、情報の信頼性に注意すること、Webに本を読
むことをプラスして複眼的に物事を見ることが大切だといいます。

横
手
拓
治

Yokote Takuji

人
文
学
部
表
現
学
科
教
授
。
1
9
6
0

年
生
ま
れ
。
中
央
公
論
社
、
中
央
公
論

新
社
な
ど
で
編
集
者
・
編
集
長
を
務
め

る
。
専
門
は
出
版
文
化
論
、
文
芸
評
論
。

思
想
誌『
ひ
ら
く
』
編
集
委
員
長
。
近
著

に『
日
本
マ
ン
ガ
全
史   

「
鳥
獣
戯
画
」

か
ら「
鬼
滅
の
刃
」
ま
で
』（
平
凡
社
新

書
・
筆
名
澤
村
修
治
）。



そ
の
後
、
す
べ
て
の
軽
症
者
が
退

院
し
、
も
と
い
た
病
棟
に
戻
り
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
対
す

る
同
僚
や
患
者
の
意
識
が
、
段
違
い

に
高
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
感

染
で
疾
患
が
一
気
に
悪
化
し
か
ね
な

い
患
者
も
多
く
、「
患
者
教
育
に
力

を
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
」。仕

事
の
や
り
が
い
は
「
患
者
さ
ん

か
ら
の
ご
指
名
」
と
の
こ
と
。

「『
向
後
さ
ん
、明
日
も
い
る
の
？
』

と
か
『
生
活
指
導
は
向
後
さ
ん
に
お

願
い
し
た
い
』
と
言
っ
て
も
ら
え
る

と
、
嬉
し
い
、
頑
張
ろ
う
と
思
い
ま

す
」満

面
の
笑
み
で
こ
う
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

向
後
奈
央

N
ao Kogo

2
0
1
8
年
、
看
護
栄
養
学
部
看
護
学

科
卒
。
在
学
中
に
糖
尿
病
や
腎
臓
病
な

ど
慢
性
疾
患
の
看
護
を
志
す
。
千
葉
東

病
院
で
の
実
習
で
は
、
で
き
て
い
な
い

と
こ
ろ
を
指
摘
し
て
く
だ
さ
る
の
は
も

ち
ろ
ん
、
良
い
と
こ
ろ
も
評
価
し
伝
え

て
く
れ
る
指
導
者
に
多
く
出
会
う
。
面

倒
見
と
雰
囲
気
の
良
さ
が
決
め
手
と
な

り
、入
職
を
決
め
た
。

え
る
の
が
好
き
で
す
ね
」

今
年
か
ら
後
輩
た
ち
の
実
習
も
担

当
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
楽
し
い
で
す
ね
。
実
習
の
時
、

ガ
チ
ガ
チ
に
緊
張
し
て
い
た
自
分
を

覚
え
て
い
る
の
で
、『
ご
飯
何
食
べ

た
の
』
と
か
何
気
な
い
会
話
で
緊
張

を
ほ
ぐ
し
て
あ
げ
た
い
で
す
」

「
患
者
さ
ん
か
ら
の
ご
指
名
」
が

仕
事
の
や
り
が
い

今
年
2
月
、
大
き
な
変
化
を
体
験

し
ま
し
た
。
ク
ル
ー
ズ
船
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
軽
症
者
を

受
け
入
れ
る
専
門
病
棟
に
移
っ
た
の

で
す
。
専
門
病
棟
で
は
感
染
管
理
が

大
切
に
な
る
た
め
、
感
染
症
を
担
当

し
て
き
た
向
後
さ
ん
に
、
白
羽
の
矢

が
立
ち
ま
し
た
。
向
後
さ
ん
は
、
ガ

ウ
ン
に
キ
ャ
ッ
プ
、
ゴ
ー
グ
ル
、
マ

ス
ク
に
二
重
の
手
袋
と
い
う
重
装
備

で
、
看
護
と
感
染
管
理
に
あ
た
り
ま

し
た
。

「
ほ
か
の
病
棟
に
は
、
免
疫
を
抑

制
し
た
り
透
析
を
受
け
た
り
す
る
患

者
さ
ん
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ウ

イ
ル
ス
を
絶
対
に
外
に
出
し
て
は
い

け
な
い
、
ス
タ
ッ
フ
の
う
ち
1
人
で

も
感
染
管
理
を
怠
っ
て
し
ま
っ
た

ら
、
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
、
声
を

掛
け
合
っ
て
い
ま
し
た
」

実
習
で
学
ん
だ
患
者
と
の

共
生
の
大
切
さ

向
後
さ
ん
が
担
当
す
る
の
は
、
小

児
科
、
リ
ウ
マ
チ
・
ア
レ
ル
ギ
ー
内

科
、
糖
尿
病
・
内
分
泌
内
科
で
す
。

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
さ
ま
ざ

ま
な
年
代
の
人
と
接
す
る
中
で
「
患

者
さ
ん
の
想
い
に
寄
り
添
う
」
こ
と

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
在
学
中
か

ら
慢
性
疾
患
の
看
護
を
志
し
、
患
者

と
の
交
流
を
多
く
も
っ
て
き
ま
し

た
。「

糖
尿
病
や
腎
臓
病
は
一
生
の
病

気
で
す
。
在
学
中
の
実
習
で
、
淑
徳

大
学
の
『
共
に
生
き
る
』
と
い
う
理

念
を
大
切
に
、
病
気
と
ど
う
付
き
合

い
、
生
き
て
い
く
か
と
い
う
患
者
さ

ん
の
想
い
を
聴
い
て
、
一
緒
に
考
え

る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
今
、
患
者

さ
ん
と
接
す
る
中
で
、
そ
れ
が
自
然

と
で
き
て
い
る
な
、
学
ん
だ
こ
と
が

生
き
て
い
る
な
と
思
い
ま
す
」

患
者
は
ゆ
っ
く
り
話
し
た
い
人
、

テ
ン
ポ
の
速
い
人
、
病
気
や
薬
の
知

識
が
豊
富
で
通
り
一
遍
の
話
で
は
満

足
し
な
い
人
も
い
て
十
人
十
色
で
す
。

「
個
性
や
、
こ
れ
ま
で
病
気
と
付

き
合
っ
て
き
た
歴
史
を
、
看
護
師
同

士
の
申
し
送
り
や
カ
ル
テ
で
把
握
し

ま
す
。
患
者
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
話

せ
る
よ
う
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
考

N o .232

2018年 看護栄養学部看護学科卒

向後奈央さんは、看護学科を卒業し千葉東病院に入職して3 年目。
患者の個別性を大切にし、一人ひとりに寄り添う看護を実践しています。
クルーズ船で新型コロナウイルスの集団感染が起きた際、
病院内に設けられた新型コロナウイルス専門の病棟で軽症者の看護にあたりました。
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「
コ
ロ
ナ
禍
で
、
こ
れ
だ
け
在
宅

ワ
ー
ク
は
進
み
ま
し
た
が
、
オ
ン
ラ

イ
ン
に
せ
よ
、
直
接
会
う
に
せ
よ
、

人
と
の
付
き
合
い
の
中
で
仕
事
が
生

ま
れ
、
人
と
の
関
係
の
中
で
チ
ャ
ン

ス
が
生
ま
れ
ま
す
。
対
人
関
係
は
大

切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

た
と
え
福
祉
分
野
に
就
職
し
な
く

て
も
、
福
祉
の
知
識
は
そ
の
後
の
人

生
で
大
切
な
も
の
に
な
る
。
中
根
さ

ん
は
こ
う
確
信
し
て
い
ま
す
。

中
根 

裕

N
akane Yutaka

1
9
9
4
年
、
社
会
学
部（
現
・
総
合
福

祉
学
部
）社
会
福
祉
学
科
卒
。
エ
ル
コ
ー

プ（
現
パ
ル
シ
ス
テ
ム
千
葉
）
に
就
職
。

印
刷
会
社
や
出
版
社
を
経
て
2
0
0
6

年
に
パ
ル
シ
ス
テ
ム
千
葉
に
戻
り
、
19

年
に
パ
ル
シ
ス
テ
ム
生
活
協
同
組
合
連

合
会
に
移
る
。
一
般
社
団
法
人
く
ら
し

サ
ポ
ー
ト
・
ウ
ィ
ズ
専
務
理
事
も
兼
務
。

め
て
低
い
の
で
す
が
、
取
り
扱
い
量

が
多
い
の
で
、
余
り
も
何
か
し
ら
活

用
し
ま
す
。
今
年
4
～
6
月
に
フ
ー

ド
バ
ン
ク
や
子
ど
も
食
堂
に
無
償
で

提
供
し
た
青
果
は
、
7
ト
ン
に
な
っ

た
と
、い
い
ま
す
。ま
た
、5
月
か
ら
、

都
内
の
路
上
生
活
者
に
食
材
を
配
る

困
窮
者
支
援
も
始
め
ま
し
た
。

大
学
で
学
ん
だ
対
人
援
助
技
術

地
域
へ
の
貢
献
は
、
食
材
の
提
供

に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
7
月
の
九
州

豪
雨
で
は
、
地
域
活
動
支
援
室
が
起

案
し
て
組
合
員
カ
ン
パ
を
実
施
し

1
億
円
以
上
を
被
災
地
に
送
り
ま
し

た
。
パ
ル
シ
ス
テ
ム
連
合
会
が
設
立

母
体
と
な
っ
た
組
織
に
、
一
般
社
団

法
人
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
・
ウ
ィ
ズ
が

あ
り
、
中
根
さ
ん
は
そ
の
専
務
理
事

も
務
め
ま
す
。
暮
ら
し
の
中
の
困
り

ご
と
の
相
談
業
務
や
、「
居
住
支
援
」

と
呼
ば
れ
る
住
宅
の
確
保
に
配
慮
の

必
要
な
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
低
額

所
得
者
な
ど
の
支
援
も
手
掛
け
ま
す
。

「
福
祉
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
で

き
る
仕
事
も
、
た
く
さ
ん
あ
る
ん
で

す
」大

学
で
学
ん
だ
対
人
援
助
技
術

は
、
相
談
業
務
に
欠
か
せ
ず
、
顧
客

や
取
引
先
の
ニ
ー
ズ
や
意
図
を
く
み

取
る
の
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

福
祉
の
視
点
を

必
要
と
す
る
仕
事
が
増
加

中
根
さ
ん
は
大
学
卒
業
後
、
福
祉

以
外
の
領
域
で
活
躍
し
て
き
ま
し

た
。「
ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
福
祉
の

視
点
が
重
要
に
な
っ
て
い
る
」
と
肌

で
感
じ
て
い
ま
す
。

生
協
は
、
出
資
金
を
出
し
た
消
費

者
が
組
合
員
と
な
り
、
商
品
や
サ
ー

ビ
ス
の
購
入
、
事
業
の
運
営
や
地
域

活
動
な
ど
を
行
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Shukutoku OB/OG Interview

1994年 社会学部（現・総合福祉学部）社会福祉学科卒

中根裕さんはパルシステム生活協同組合連合会（以下、パルシステム連合会）の
地域活動支援室長として、パルシステムグループの地域に密着した 

活動を支えています。食材をコロナ禍で生活に困窮した学生のために提供したり、
生活困窮者への支援に関わったりと、福祉の側面を持つ仕事も少なくありません。

社会福祉学科で学んだことが、仕事で生きているのです。

10

毎年開催しているホームカミングデーに
ついては、大学HP にて最新情報をご確
認ください。社会情勢により変更が生じ
る場合もございます。
※最新情報（大学HP）はこちら
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Campus News
キャンパスニュース

　7月31日、千葉県の教員採用試験1次合格者発表がありまし
た。本学から特別支援教育枠で受験した4年生37名のうち9割
が合格。志願者495名、合格者336名（1.47倍）という数から
見ても、本学の合格率は圧倒的です。
　新入生は入学早 「々特別支援教育の理解と方法」を受講し、
初めて学ぶ「特別支援教育」に驚き、新鮮な刺激を受けます。今
年も「やりがいのある仕事だ」「もっと専門性を高めたい」「新し
い目標ができた」と前向きなメッセージが相次ぎました。
　このモチベーションを維持しながらスキルアップのための課外
活動、体験学習などで専門性、実践力を高め、同時に教採対策
講座で合格を目指す仕組みが確立されています。今年は遠隔に
よる対策講座が続きましたが、それでも多くの受験生が動画で繋
がり、先の大きな成果を残すことができました。
　朝日新聞出版「全国大学ランキング 2021」で本学は特別支援
学校教員採用数全国1位になりました。学校現場では卒業生の
評価も非常に高いようです。今後も「淑徳プライド」に溢れる教
員養成を続けていきます。

千葉市学校教職員と学生による
合同研修会の様子（2019年6月21日実施）

「TDRの旅」をテーマとした企画作りプログラムのウェブミーティングの様子

　コミュニティ政策学科では授業で学んだ知識を現場での体験・
実践を通して深めるサービスラーニング活動を行っています。
　本年度当初は新型コロナウイルス感染症の流行によりプログ
ラムの実施自体危ぶまれる状況にありました。しかし、学生の
学びを止めないこと、十分な感染対策を確保すれば対応できる
部分もあることから、遠隔下で可能なプログラムから実施し始
めており、学生たちはZoomを活用して企画内容を相談したり、
Slack、LINEを用いて学生どうしの意見交換を行ったりするな
ど、非対面の状況においても熱心に活動しています。
　また、現地訪問など対面での活動が主となるプログラム内容
については中止・変更が検討されたり、先送りされたりしていま
した。しかし、三密を避けた行動様式が定着しつつあるといった
社会状況の変化を受けて、受け入れ先との調整のもと、漸次実
施しつつあります。
　プログラムの実施にあたっては感染症拡大防止のための運用
指針も策定し、指針に基づき、流行状況や活動の内容を踏まえ、
安全確保を最優先にプログラムを進めています。
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　新型コロナウイルス感染拡大期に行われた2019年度基礎看
護学実習Ⅱ履修者の一部（24名）が突然の延期を余儀なくされ、
予定していた7月末に第2波の到来により、再び臨地での実習
ができなくなるという非常事態に見舞われました。対応するため
に教員も試行錯誤の繰り返しです。
　臨地実習では毎朝、受け持ち患者さんのところへ出向き、実
習開始のご挨拶とともに、体の具合や食事・睡眠といった基本
的な療養生活の状況を伺います。今日のプログラムではそのリ
アルさをオンライン演習で追求します。履修学生は、あらかじめ
オンライン会議システムを通して、どのように声掛けを行うのか、
どのような情報を得るのか戦略を練って本番に臨みます。
　病室にカメラが入り患者さんが映し出され、学生さんの「おは
ようございます」と元気な笑顔から会話が始まります。「本物の
患者さんかしら？」と思っていた学生さんもいるぐらい、見事に患
者さんにみえますね。
　実はこの演習、実習室でこんな風に行っていたのです。そう
です、この患者さん（に見える人）は教員だったのです。

　コロナウイルス感染予防に伴う遠隔授業推進と併せて、栄養
学科では前期開講の実験・実習科目の一部を対面授業で行いま
した。学生が実技を通して身に付けなければならない科目であ
ることを考慮して実施を決定し、「三密」を防ぐために1回の授業
の学生数を約20名にとどめること、登校の際の大学バス乗車数
も厳密に制限することなど、感染予防対策を徹底した上で実施
しました。当日は約4か月ぶりとなる本格的な学生登校で、全員
がマスク着用ながらも、この日を待ちわびていたという明るい表
情が見て取れました。
　実験・実習にあたっては、お互いの間隔を可能な限り離し、会
話も最小限度にとどめるなど、経験したことのない環境下での
実施。通常授業とは勝手の異なる形式で学生も戸惑うのでは…
と教員側は心配もしましたが、不自由さを見せずに手際よく作業
を進めていく姿に頼もしさを感じました。大学に登校して授業を
受けられる喜びを改めて実感してもらい、後期授業にモチベー
ションをつなげていくことを願っています。
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 教員・保育士養成支援センターでは、教師・保育者としての就
職に向けた支援を行っています。コロナ禍にあっても、遠隔の方
法と感染防止対策を行った上で対面で行う方法を組み合わせて、
例年同等の支援、さらに今年度特有の状況に応じた支援をして
います。
　教員採用試験対策講座(小学校教諭)は、Zoomを用いた集
団での指導や集まりなどのほか、遠隔で論文添削等を行ってい
ます。また、面接試験等の個別指導は、学生の来校時間を分散
して、感染防止対策をとった上で対面で実施しています。幼稚園・
保育園への就職希望者については、Zoom等での集まりや個別
相談を実施するとともに、Google Classroomや電話を利用し
たり、面接試験に向けた個別指導を感染防止対策をとった上で
対面で行っています。
　大学で友人と会うことができない状況もあり、就職活動や試
験準備について不安を感じる学生もいますが、学生の不安や悩
みに応えながら今後も支援を続けていきます。

面接試験に向けた個別指導

就職活動に向けて

　毎年秋頃に、3年生を対象に行われていた就勝合宿を、7月
11日～12日にかけて実施しました。参加者は54名、今年度は
初のオンライン開催です。自分の価値観を明確にして前向きに
就職活動に取り組むため、「7つの習慣」を学び、そして「働く意
味」を考え直しました。
　この就勝合宿に参加するまでは、働くことに対して、「お金をも
らうため」「生きるために」といった目的が多かった学生たちです
が、さまざまな動画を見て、グループディスカッションを経るうちに、

「働く意味」「仕事のやりがい」について考え直すきっかけとなっ
たようです。この2日間の合宿を通し、多くの参加者の「働く理由」
が、合宿前と後で変化していました。
　2日間の学びとして「目的をもって行動することの大切さがわ
かった」「なりたい社会人像になるために、どう行動していけば
よいのか考えるきっかけとなった」「就職活動に入る前に自分を
見つめなおす良い機会になり、意欲がわいた」など、ポジティブ
な感想が上がっていました。オンライン合宿という初の試みでし
たが、大変密度の濃い真剣な2日間となりました。

Campus News
キャンパスニュース
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　人文学部歴史学科では、毎年複数名の卒業生が教員として教
壇に立つ夢を叶えてきました。2020年3月に卒業を迎えた卒業
生については、学科を設置して以降最多の7名が教職に就いて
います。コロナ禍にあって、教員として社会人生活をスタートさ
せた卒業生のうち、埼玉県内の私立高等学校で教鞭を執り始め
た櫻井樹里さんにお話をうかがいました。
　櫻井さんによると、4月当初からの授業はすべて自宅学習に
切り替えられたとのこと。6月からようやく対面式の授業が開始
され、8月上旬まで夏休みの開始を延ばし、授業をしてきました。
夏休み中も「自分自身の勉強や生徒たちの補習に付き合ってい
ます」と元気に語ってくれました。また、歴史学科での学びにつ
いては、「教員としての採用通知を得るまでは、毎日が本当に緊
張の連続でした。大学時代に知識の習得に努めたことと、プレ
ゼンテーションをはじめとして、人前で話す学びの機会が多かっ
たことが現在に活きています」と振り返ってくれました。

2020年1月に行われた「教育実習報告会」を終えたときの様子。このうち7名が教
員として巣立っていきました。

　人文学部表現学科は、表現にたずさわる業界・業種を志望す
る学生が多く、すでに社会へ巣立った１～３期生の活躍の舞台も
広がっています。広告代理店に勤務する１期生（2018春卒）の
赤間絢衣さんもその一人です。今夏に担当したアプリゲームの
楽曲本の仕事では、大学で編集について学んだ経験や、卒業制
作で取り組んだアプリゲームの研究が生きていると話してくれま
した。

ゲーム楽曲本の企画から編集まで担当した赤間さんの力作

　表現学科２期生（2019春卒）の田中夏未さんは、大学卒業後
も働きながらプロのマンガ家を目指して創作活動を続け、「第２
回ラララボ！1dayハイスピードマンガ賞」グランプリを受賞され
ました。在学中は人の心を惹きつけるストーリーについて研究し、
卒業制作ではアンドロイドと親子の絆を描いたマンガに取り組み
ました。プロデビューを果たした田中さんの今後の活躍が楽しみ
です。

受賞作「すてきなあの娘は進化人類」はLaLa９月号掲載（ペンネーム：山吹子）



東京キャンパス（東京都板橋区）に４、５号
館に隣接して新校舎６号館が誕生しました。
この建物は“新しいコミュニケーションの
場を提供すること”をコンセプトに、大規模
な学生食堂やラウンジといった、空間を活
かしたコミュニティスペースを設置してい
ます。新校舎は地上４階・地下１階建てで
す。自然採光・換気を積極的に導入した建
物で、環境に配慮した省エネルギー化を目
指しています。

発行日｜2020年10月1日
編集｜大学広報誌編集委員会　
発行｜大学事務局
制作協力｜
株式会社ウロ、CHICACU Design Office
撮影｜黒崎健一

本誌の制作では、写真撮影は３密を避けな
がら短時間で実施し、取材は電話やオンラ
イン会議システムを活用しました。新型コ
ロナウイルス感染防止策を徹底しながら、
制作にあたりました。

大学広報誌制作における
新型コロナウイルス感染防止策について

大学広報誌「Together」は４月と１０月の
年２回発行しています。保護者や卒業生の
皆様に向けて、「淑徳大学の今」を届けます。
皆様の貴重なご意見、ご感想をお聞かせい
ただきたく、下記QRコードより読者アン
ケートへのご協力をお願い致します。 看護栄養学部　大学院 看護学研究科

〒260-8703
千葉県千葉市中央区仁戸名町673
Tel 043-305-1881

千葉第二キャンパス

人文学部　淑徳大学短期大学部
〒174-8631
東京都板橋区前野町6-36-4
Tel 03-3966-7631

東京キャンパス

総合福祉学部　コミュニティ政策学部
大学院 総合福祉研究科
〒260-8701
千葉県千葉市中央区大巌寺町200
Tel 043-265-7331

千葉キャンパス

経営学部　教育学部
〒354-8510
埼玉県入間郡三芳町藤久保1150-1　
Tel 049-274-1511

埼玉キャンパス

令和２年度 学園祭（ホームカミングデー）について
詳細は、大学ホームページをご確認ください。
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